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た。しかし，2011 年に彼女はアメリカ国立衛生研究所の奨学金 21,000 ドルを得た。この




















学金は年間約 11,000 ドルだった。この額は連邦政府が示している 2013 年の貧困ラインに
近いものである。まともな生活ができる奨学金を求めて数十人の院生がカトール学長室の
前で座り込みの抗議を展開したのである。それ以降，大学はより公平な財政支援をするよ
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アメリカの大学院生に対する財政支援の格差（宮田　実）
（Copyright 2015. The Chronicle of Higher Education. Translated and reprinted with 
permission.）
訳者あとがき
　本稿はアメリカで発行されている高等教育に関する週刊専門新聞『高等教育クロニクル』
に掲載された記事の翻訳である。筆者はヴィマル・パテル氏である。
　テーマはアメリカの大学院博士課程の学生に対する財政支援の格差の問題である。
ヒューストン大学の状況が具体例と共に紹介されている。この記事を読んでまず感じたこ
とは，専攻分野によって奨学金の額に格差があるものの，平均年間 20,000 ドルの奨学金
が給付されているということは，日本の状況に比べると大変恵まれているということであ
る。というのは，奨学金の概念が日米では全く異なるのである。アメリカの奨学金は基本
的に「給付」されるものであるが，日本学生支援機構が中心となって実施している日本の
奨学金は返済しなければならない「ローン」なのであり，しかも多くの場合，利子をつけ
て返済しなければならない。数十年前，訳者が受けたような全額返還免除制度（大学院課
程修了後，学校の専任教員として一定期間在職すれば返済が免除される制度）は残念なが
ら今は無い。
　経済大国日本の教育予算は先進国の中で最も低いレベルにある。日本政府はこれからの
優秀な人材を育てるためにもっと教育に予算を投じるべきである。そして，将来日本でも
本稿のような給付奨学金の配分に関して大学が悩む時代が来ることを願う。
